
教会はあなたのおいでをお待ちしております

　一枚の木の葉が、強烈なインスピ

レーションを与えてくれたことがあ

る。何の変哲もない桜の葉だった。

人は何のために生きるのか、だれも

が抱くような疑問に取り憑かれて

悶々としていた。高校2年の頃だっ

た。列車通学をしていたが、降りる

べき駅で降りずに数駅後で降車し、

河原で1日やり過ごすこともしばし

ばだった。河原では表題に「無」が

つくものを手当たり次第に読んでい

た。たとえばサルトルの「存在と無」。

読んでも、ちんぷんかんぷんだった

が、何かがあるかもしれないという

期待だけが、歯が立ちそうもない本

にかじりつかせていた。

　ある日列車は、とある田舎の駅に

停車していた。田舎の駅に桜の木は

よく似合う。よくある光景だ。古木

が多く1本 1本に風格がある。もう

桜の季節も終わっていた。花が散れ

ば、古木もみずみずしい葉でよそお

われる。

　その日もぼんやりと外を見てい

た。今日は学校に行こうか、河原で

すごそうか。そんなわたしになぜか

一枚の葉っぱが、圧倒的な存在感を

もって迫ってきたのだ。時折風にそ

よぐ一枚の桜葉―自分は今何のた

めに生きているかわからなくなって

悶々としている。でも、静かに風にそ

よいでいるこの一枚の葉の、何と軽

やかなこと。インスピレーションが

わたしをとらえたのは、そう思った

瞬間であった。とどまっている。何か

大きな大きな命にとどまっている。

だからこそ、一枚の木の葉も、こんな

にも軽やかなのだ。風とたわむれ、ま

た静まり、また風とたわむれる。大き

な大きな命がある。すべての存在の

背後に大きな命がある。そのひらめ

きは、わたしを全宇宙を理解したか

のような気分にさえしてくれた。人

間が混沌としているのは、自分がと

どまるところを知らないからではな

いのか。人は前に前に進もうとする。

人は更に更に超えていこうとする。

人は高く高く伸びようとする。でも

なぜそうするのかは知らない。

　考えてみれば、自然のことをオノ

ズカラシカリと書く。天然自然とい

う言葉もある。これは天の然り、自

ずから然りという意味ではないか。

何か大きな命にとどまっていて、そ

の然りをうけてそににあるもの、そ

れが風にそよぐ一枚の葉なのだ。む

ろんそのときはここまで整理して

考えたわけではない。インスピレー

ションで、これらのすべてを感じ

取っただけだった。

　そのときまた、世界史の授業でな

らった、キリスト教徒の殉教者たち

のことが心に浮かんだ。彼らも何か

にとどまり続けて喜んで死んでいっ

た。獅子の餌にされて死んでいった。

何か自分を超えた大きな大きな存在

を知っていたのだ。

　その日は、高揚した気分で、授業

に出た。休み時間に友達をつかまえ

て、一気にそのインスピレーション

を語ったが、友達はきょとんとして

いた。帰りに、中学校の側にあった

小さな教会を訪ねてみようと決意し

ていた。

k.S

神は愛です。愛にとどまる人は、神の内にとどまり、神もその人の内にとどまってくださいます。

ヨハネの手紙一　4章 16 節（日本聖書協会・新共同訳 )  

 Lutheran Church

一枚の木の葉

（写真：重富克彦）
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心の旅を見つめて
堀 肇

れることも多いですが(苦笑)、若い人が話し

かけてくることも珍しくありません。

  先日バス停で出会った少女もそうでした。

 こちらが時間を尋ねたのがキッカケだった

のですが、彼女は人なつこく、そのうち今私た

ちが住んでいる付近に昔住んでいたと教えて

くれました。

 そこは児童養護施設だったそうで────

彼女は高校を出るまでそこにいたことな

どを突然ぽつりぽつり語り出しました。 

「そっかあ、色々あったんだね、大変だっ

たね。でもあなたはスクスク育って良かっ

たね。エラいよねえ、小太郎もそう思わな

い？」 

 腹話術のように小太郎を操りながら少女

に答えることしばし。目的のバスに乗り込

むと互いの席は離れたものの、先に下車し

た私たちに彼女は窓から大きく手を振っ

てくれました────互いが見えなくな

るまで。 

 他にも、大きい割に体が不自由な小太郎

を見てか、電車の降り口で、自分も脳に病

を持ち、手帳も持っていると話しかけてき

た女の子もいました。出口に着くまでに今

までの苦悩や未来への希望までさらけ出

してくれたのを受けてふと思ったのです。 

　赤ちゃんや子どもを連れ立ってバスや電車

を利用するようになると、不思議と隣り合わ

せた人に話しかけられるようになった経験は

ありませんか？

 私もそうです。特に意識はしていないのです

が、見知らぬご年配の方に笑顔で「坊や、いく

つ？」「どこ行くの？」とよく話しかけられま

す。気がつくと相手の孫自慢の聞き役に回さ

ローマの信徒への手紙　
12 章 15 節

「ブログ」とは……ウェブロ

グの略でインターネット上に

日記などを書き込んで公開し、

それへのコメントの書き込み

などを通して交流が行われて

いるインターネット上のコ

ミュニティーサイト（交流の

場）です。ここでは誌上にブ

ログのようなコーナーを作っ

てみました

喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。

たろこままの

　「ああ、喜ぶことも泣くことも、特に大げ

さなことは必要ないんだな」と。そして「涙

に暮れた出来事も誰かと分かち合うときに

悲しみだけで終わらないのだな」と───。

　幼少の頃「人に嬉しいことを話すと喜び

が倍に、悲しいことを話すと悲しみは半分

になるよ」と言われたことがありますが、一

期一会なそのときも、必要なことは言葉数

ではなく、相手にうんうんと寄り添う「共感」

なのかもな、と思った次第です。

Sacrifice of Abraham , 

by He Qi, www.heqiarts.com

　神は命じられた。

　「あなたの息子、あなたの愛する

独り子イサクを連れて、モリヤに地

に行きなさい。私が命じる山の一つ

に登り、彼を焼き尽くす献げ物とし

てささげなさい。

　……神が命じられた場所に着く

と、アブラハムはそこに祭壇を築

き、薪を並べ、息子イサクを縛って

祭壇の薪の上に載せた。そしてアブ

ラハムは、手を伸ばし刃物を取り、

息子をを屠ろうとした。

創世記　22章2節、9～ 10節

アブラハム、
イサクをささげる

聖
書
物
語

HeQ
i A

rts

�
�
� 

�
�
�


